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The case study of an active-leaning effects on course evaluation in First-Year 













   In this report, touch on the changes in student behavior and the evaluation of lectures by 
promoting Active-Learning in First-Year ethics/career education subject. In general, there are 
many cases where active learning such as PBL is introduced in career education subjects. PBL was 
introduced in the career education that were held in First-Year as a required subject of the 
University of Electro-Communications ethics/career education subjects. Along with the 
reorganization, Seminar for Career Education of the required subjects to Career Education Basic of 
the elective subjects, and promoted Active Learning through an increase in the number of lecture-
style lectures from the content of PBL subjects. In the process of transitioning from compulsory 
courses to elective courses, will report on the effects on class evaluation caused by the promotion 
of Active Learning while amount of Active Learning time changes.
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（H25） 必修 ――― 753 36 36 22※
2014
（H26） 必修 ――― 763 30 37 23※
2015
（H 27） 選択 725 668 28 40 24
2016
（H 28） 選択 716 579 7 18 38
2017
（H 29） 選択 694 252 5 13 21
2018
（H 30） 選択 753 286 8 17 18
2019





























































































年度 全体講義 ＷＳ 見学・実習
2013 2 13 1
2014 2 12 1
2015 4 7 3
2016 5 9 1
2017 4 8 2
2018 4 10 2






























































































































































































































































2013 必修 649.5 30 3 1 25 16 1 0 14
2014 必修 571.5 21 0 1 14 11 1 0 13
2015 選択 485 17 3 0 10 7 2 3 7
2016 選択 288 18 11 3 8 6 1 5 0
2017 選択 599 37 20 8 25 16 4 5 2
2018 選択 646 32 17 8 22 16 4 9 2
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　アクティブラーニングの促進により、Figure. 4でも
あるように、学生は講義外での学習時間を多く持つこと
ができている。学習時間の多くは、事前学習用ワーク
シートや講義レポートで課されている、自らの考えをま
とめる作業である。設問はキャリア教育基礎の達成目標
に沿ったものとなっており、授業の目的に応じた考える
力を身に付けることに対し、ポジティブな評価を下して
いるのではないかと考えらえる。
4-3．学生による授業評価における講義の評価の変化
Figure. 7　 総合的にみて、この授業はよかったと思いますか
　授業に対しての評価としては、「そう思う」が増加し
ており、50％近くまで達している。必修科目の年度では、
20％にも満たなかったところから、選択科目化により、
アクティブラーニングを積極的に実施していることも含
め、キャリア教育基礎の内容を理解した上で履修する学
生が増えてきたことが大きいのではないか。
　学生にとっては、事前学習用ワークシートの記入や、
グループワークの実施、講義レポートの提出など、負担
は少なくない。その中で講義への評価が改善しているこ
とが伺える。
4-4．自由記述欄のコメント
　学生による授業評価の自由記述欄では以下のようなコ
メントを得ることができた（一部抜粋）。
1． 発表等論点をまとめる手法を身につけることができた。ま
た、グループディスカッション等コミュニケーション技術
についても学ぶことができ、１つの問題対する視点の変化
などさまざまな変化があった
2． ○○先生の話は面白かったし役立つ部分もある。きちんと
キャリアを積んでいる人の意見なので良かった。口だけじゃ
ない。
3． 発表の場が多い点
4． １人１人前に出て発言させたこと。
5． 全員が発表する回はもう少し増やしてもよいと考えた。
6．生徒が考えたことに対するフィードバックが少ない。もっ
と「なぜ？」を追求させる構成にするべきなのでは。生徒
の視点が低いまま終わっている。
　１については、コミュニケーションの機会を多く確保
しているキャリア教育基礎について、一定の効果がある
と認識できるコメントである。
　２については、産業界出身の特任講師を充てることに
より、学生にとってこれまで接してきたことの少ない領
域について知る機会になったと考えられる。
　３～５については発表の機会について言及されており、
発表の機会をポジティブに捉えている学生の存在を捉え
ることができる。
　６については、今後の反省点である。特任講師の制度
を設けているとはいえ、講義レポートへのフィードバッ
クは行っているものの、講義内での発言などに対しての
フィードバックは、時間的な制限もあり十分に行えてい
るとは言えない。
5．おわりに（今後に向けて）
　栗田（2012）によるとアクティブラーニングは、専門
知識を扱うものとして知識定着型、課題解決型の２つが
あり、一般的知識を扱うものとして、初年次教育科目型
があるとしている。ここでの初年次教育科目とは、“新
入生を大学での学びにスムーズに移行させるための科目
で、調査、思考、ディスカッション、プレゼンテーショ
ン等の体験を通して、アカデミックスキルを身に付けさ
せることを目的とした科目”としている。［12］
　電気通信大学のキャリア教育基礎のような初年次教育
科目型アクティブラーニングでは、知識伝達型の講義で
はないため、自ら考え、自分のことをまとめていき、他
者とのコミュニケーションも交えた場が学習空間として
価値を出すことができ、学生の学習習慣が変化していっ
たと考えられる。
　2014年までの必修科目時にはPBLのようなアクティ
ブラーニングを実施したが、学生の行動を変化させるこ
とも、満足度を高めることもできていなかった。ただ単
に講義形態としてアクティブラーニングを進めたとして
も学生を変化させる力は弱いものと考えることができる。
学生の意欲を向上させるためには、仕掛けづくりが必須
である。仕掛けとしては、講義への準備としての事前学
習用ワークシートの設問、グループワークの課題、講義
に関わる特任講師、学生TAからの情報提供、他の履修
学生とのコミュニケーションを増やすためのテーマ設定
など、前向きに取り組むための仕掛けづくりである。
　また、グループワーク主体の講義を運営する特任講師
のスキル向上も必要である。現在、開講前そして各回講
義の前後にFD活動を実施しているが、講義の意図や運
営スキルの向上を図るための工夫が必要ある。特任講師
は、産業界の経験を持つ方を任用しているものの、ファ
シリテーションについてのスキルは多様であり、底上げ
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のための手段の確立が必要である。並行して講義を進め
ているため、他の特任講師の講義運営を見学する場面も
持ちづらく、講義運営のノウハウの共有もなかなかでき
かねる状況である。今後は、ノウハウの共有を図るため、
ワークショップ講義の撮影などを行い共有を図るなど検
討していく。
　学生に効果のあるアクティブラーニング手法の新規導
入については、一部の特任講師のクラスで講義の中で新
しい取り組みをテスト的に実施し、検討を行っている。
学生への効果が図れたようであれば、次年度からすべて
の特任講師で実施できるよう、講義内容に含めるような
運用を行っている。
　現在、アクティブラーニング主体の講義となっており、
以前講義内に含めていた学生の社会的・職業的自立に向
けた知識については、十分に与えられているとは言えな
くなっている。これらの知識などについて、今後、どの
ようにして講義の中で扱っていくかの手段の検討も必要
である。
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